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は じ め に 


(PX) と いう 言葉 が あり ます 。 言葉 どおり 、 歴 ま に は まっ て し まっ た 女 
性 の こと を 指し ます 。 そ の きっ か け と な っ た の は 、 戦 国 系 の ゲー ム や 大 河 ド 
ラマ な ど 、 今 まで に も 数 多く あっ た 歴史 を 舞台 に し た 作品 が 、 近 年 で は 親 し 
みや すい 人 物 が クロ ー ズ アッ プ さ れ た り 、 衣 装 や 武器 が 現代 風 に スタ イリ ッ 
シュ に アレ ンジ され た り と 、 単 な る 「 昔 の 古い も の 」 か ら 、 と て も 身近 に 感 
じ ら れ る も の に な っ た こと が 大 きい と 思い ます 。 

そし て 、 そ うい っ た 歴史 作品 が 流行 る こと で 、 絵 を 描く こと が 好き な 方 々 
の 頭 に 浮か ん で くる の は 、「 自 分 も 歴史 物 の イラ スト や マン ガ を 描き た い | J 
と いう 考え だ と 思い ます 。 

し か し 、 現 代 と は 違う 衣装 、 髪 型 、 そ し て 見 慣れ な い 武 器 で 溢れ か えっ て 
いる 時 代物 の 世界 。 着 物 の 構造 も 拉 の 合わ せ 方 も よく 分 か ら な いし 、 髪 型 や 
武器 の 持ち 方 な ど 、 ど うす れ ば いい の か 、 流 行 の 作品 みた い に 現 代 風 に し て 
取り 入れ た く て も 、 ど の 部 分 を アレ ンジ し て どの 部 分 を 忠実 に すれ ば いい の 

な ど 、 い ざ 描 こう に も 、 迷 っ て し まう 点 は と て も 多い の で は な いで し ょ 


本 書 で は 、 そ ん な 、 歴 史 物 を 描き た い 初 心 者 の 方 か ら 、 武 器 の 仕組 みや 実 
際 の 構え な どの ポー ズ を 詳し く 知り た いと いう 中 一 上級 者 の 方 まで 、 幅 広い 
方 々 に お 使い 頂け る 、「 歴 史 物 に よく ある よう な 武器 を 持っ た 、 か っ こい い 
ポー ズ の イラ スト 」 を 約 200 点 、 集 あめ て み ま し た 。 日 本 刀 は も ちろ ん 、 な 
ぎ な た や 手裏剣 な ど 、 歴 史 物 と 聞い て イメ ー ジ され る 武器 を 数 多く 取り 上 げ 、 
アク ショ ンコ ー デ ィ ネ ー タ ー・ ア クシ ョ ン 監 督 の 早瀬 重 希 氏 の 監修 の も と 、 
武器 の 扱い 方 の 基本 を お さえ た 解説 と 共に 掲載 し て いま す 。 こ の 本 が 、 資料 
と し て 、 イ ラス ト 集 と し て 、 ま た 読み 物 と し て も 、 み な さま の 創作 活動 の お 
役に立て れ ば 幸い で す 。 | 

知れ ば 知る ほど 奥深 い 和風 武器 の 世界 を 、 一 緒 に 組 解い て いき まし ょ う | 





本 書 は 、「 時 代 劇 風 の ポ ー ズ を 描き た い ! 」 と 思っ た と き に 参考 に で きる イ 
ラス ト 資 料 集 で す 。 各 ペー ジ に 日 本 の 武器 を 持っ た キャ ラク ター の ポー ズ 
と アタ リ ( お お ま か な 下 描き ) が 載っ て いる の で 、 そ れ を 参考 に 自分 の 絵 
柄 で キャ ラク ター を 描く こと が で きま す 。 特殊 製本 で 、 本 を 開い た まま 置 
いて お き や す く な っ て いま す 。 


策 付 き の 決め ポニ ズ ~~ ao rE Bh ak DH CO 
LAF IIR 2 USS ジャ ン ル 分 け 


ワン ポイ ント 

アド バイ ス 
ポー ズ 、 和 服 の 仕組 み 、 
武器 の 扱い 方 な ど に 
つい て の 豆 知識 


武器 を 持っ た ポー ズ 
ポー ズ を 反転 する と 、 武 器 
の 持ち 方 や 着物 の 宰 の 合わ 
せ も 反転 し て 誤っ て し まう 
OC. BAR! 


スキ ャ ン し て 加 エ ソン フト 
に 取り 込ん だ り 、 拡 大 コ 
ピー し て トレ ー ス する な 
ど し て 使っ て くだ さい 


多 個 人 の ホー ムペ ー ジ や 


ブログ で の 発表 婦 た だ し 、 本 書名 を 明記 し て くだ さい 


VAR (総合 ラス ト サ イ ト 、 コ ミュ 


ニテ ィ な ど ) へ の 投稿 大 た だ し 、 本 書名 を 明記 し て くだ さい 


I 本 書 は 「 イ ラス ト や 漫画 な どの 創作 に お いて 、 見 栄え の する ポー ズ | を テー 
— マ と し た 資料 集 で 、 各 武器 の 正統 な 扱い 方 に 沿う も の で は あり ませ ん 。 
史料 や 流派 に よっ て は 本 書 の 内 容 と 相違 の ある 場合 が ご ざい ます 。 
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カッ コ い い 時 代 前 風 の ボ ー ズ を 描く 4 な ら ば 、 表装 や 小物 に も 津 り た い ! で も 、 着物 や 持っ て 、 ぼん や り と 
形 は 分 か る けど 、 い ざ 描 いて みる と いま ひと つ 形 が 決ま ら な い ……。 そ ん な 風 に 思っ た こと は あり ませ ん か ? 
和服 を うま く 描 くに は 、「 構 造 を 理解 する こと 」、 そ し て 「 記 号 的 な ポイ ン ト を お さえ て 描く こと 」、 こ の 2 つの 
ポイ ント が 大 切 で す 。 ま ず は 、 ば っ と 見 た だ け で は 分 か り づ らい 、 容 と 着物 の 仕組 み に 注目 し て み ま し ょ よう 。 


は か ま は か ます が た は か ま 
ROBIE Al Rls EIFIM-ADRKENAUE, SU bY CRBS. Bld, 前 部 分 と 後ろ 部 分 を 縫 


い 合 わせ た 構造 に な っ て いる 。 着物 同様 、 体型 に 合わ せ て ウェ スト を 調節 で きる 、 合 理 的 な 装 東 
だ 。 中 の 方 で も 途中 か ら 前 後 を 縫い 合わ せ て あり 、 キ ュ ロ ッ ト の よう に な っ て いる 。 
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「 和 風 フ ァ ン タ ジ ー や オリ ジ ナ ル 時 代 劇 の キャ ラク ター を 描き た いと き 、 ど うし て も 現代 的 な コス チュ ー ム に 
な っ て し まう 」。 こ れ は 、 和 服 の 記号 的 な ポイ ント を お さえ きれ て いな いた め に 起こ る 悩み で す 。 つ まり 、 逆 に 
言え ば 、 記号 と な る 基本 パー ツ さ え お さえ れ ば 、 他 の パー ツ で どん な に 大 胆 な アレ ンジ を し て も 「 和 風 の 衣 装 ] 
に 見 える と いう こと 。 こ こ で は 代表 的 な 四 つ の 和服 の 「 記 号 的 要素 ] を 紹介 し ます 。 


tet そ で 3 a 
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oh や 脇 の 部 分 が 完全 に は 縫い 合わ 
現代 の 洋服 は 男女 で 合わ せ が さっ て お ら ず 、 部 分 的 に 空い て い 
EIN, 着物 は 男女 と ち に 、 る 。 風 通し を よく する た め と いう 
EN TA i 説 も あり 、 こ れ ら の 穴 を 「 八 っ! 
た 、 腰 で た くし 上 げ る こと (お 


端 折 ) で 、 丈 の 調節 が 容易 
に で きる 。 MMOMIS. F 
半身 まで は 続い て お ら ず 、 
途中 で 終わ っ て いる こと 
に 注意 。 
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fe 空い て いる 


4 一 疑い 合わ さっ て いる 





Sch い 振 
1 S i 
げ 場 : 
て 合 か は 
る 欄 ei の 
on 1 8 
Kıt も を 2 Ui 
ait 2 一 下 が の 
A Es 5 8 
す 垂 と る さ 
SR qc = 
an の 

な 他 

感 に 

し も 





H ain Of OH Id, 
流行 や 身分 に よっ 
て さま ざま 。 
ゆう じ ょ 


4 遊女 の 帯 は 、 前 で 結 
ぶよ うに な っ て いる 。 | 男性 は 、 登 城 の と き は 
衣紋 の 抜き 方 も 、 町 U 白 足 袋 を 履い た が 、 通 常 
女 に 比べ る と 大 胆 で 、 I は 素足 に 下駄 や 草履 を 履 
色っぽ い 印 象 いた 。 





寄稿 監修 ・ 早 瀬 重 希 氏 
[|『 カ ッ コ いい ボー ズ 』 と は 何 か 」| 


「 カ ッ コ いい ポー ズ 」 と は 何 か ?P アク ショ ン 映 画 や 劇画 に お いて 「 見 栄え を の する ポー 
ズ 」 と 言う の が ある 。 ア クシ ョ ン 監 督 の 観点 あら 見 る と 、 そ れ は 、 大 きく 〈 二 種類 に 分 け 
られ る 。 

まず 一 つ は 、 演 舞 や 武道 の 型 の よう に 形式 美 を 追求 し た 構え を 、 ヒ ー ロ ー キ ャ ラク ター 
の ポー ズ や 舞台 、 ま た 映画 で も 「 待 っ て まし た !M| と 大 向こう が か か る よう な ポー ズ 。 
よく 言う と ころ の 「 お 決ま り 」 の ポー ズ で ある 。 実は この 「 演 舞 や 武道 の 型 の ポー ズ ] 
に も 、 単 に 形 の 美しき だ け で は な く 、 ち ゃ ん と し た 動き と し て の 意味 が ある の だ 。 例 に 
と っ て 説明 する と 、 剣 術 の 場合 、「 下 段 の 構え ん] と いう も の が ある 。 刀 の 切 先 ( 刀 の 先端 ) 


を 攻撃 する こと が で き な い 。 す る と 、 次 に 「 下 段 以外 を 狙っ て くる | と いう 相手 の 攻撃 
が 読め て くる 。 こ れ を 映画 や 劇画 の シー ン で 使用 する 場合 、 以 下 の 「 心 理 的 作戦 」 8 盛 
り 込 むこ と が 出来 る の だ 。 あ くま で も ぉ 一 例 だ が 、 剣 を 下段 に 構え 、 上 段 部 分 に 隙 が ある 
様 に 見 せ 、 敢 を て 相手 に 上 段 に 打ち 込ま せる 。 主 人 公 は 計算 どぉ り 、 余 裕 で (例え ば = 
ヤリ と し た 表情 で ) それ を 拉 い て 攻撃 する 。 こ うし た 構え や 動き の 意味 (戦略 ) も ふま 
ぇ えて ポー ズ を 描け り ば 、 キ ャ ラク ター の 表情 $ も 生き 生き と し て くる の で は な い だ ろ うか 。 
も う 一 種類 の ポー ズ は 、 感 情 的 な 内 面 の 部 分 を 表現 し た 「 感 情 重視 ] の ポー ズ だ 。 前 
者 が 「 形 式 美 」 を 追求 し て いる の に 対し 、 ケ ンカ の よう な 、 型 に は ま ら な い 「 リ アリ ティ 」 
が ある 構え 。 力 が 湖 りす ぎ て 転ん で し まっ た り 、 パ ンチ が 空 を 切っ て し まっ た り 、 た と 
ぇ 形 は 美しく な く て も 「 怒 り 」 や 「 絶 叫 ] な ど 荒 々 し い 呼 吸 が 伝わっ て くる よう な 了 臨場 
感 溢れ る ポー ズ の こと だ 。 こ れ を スト ー リ ー の 展開 や 格闘 相手 に よっ て 使い 分 ける と 、 
きら に 効果 的 で ある 。 映画 に 例え た 場合 、 前 者 の [構え を な どの 形式 を 追求 し た ポー ズ 」 は 、 
物語 の 前 半 や 、 格 下 の 相手 と 格闘 し て 、 華 設 に や っ つけ る シー ン で 使う 。 そ し て 、 物 語 
中 盤 以降 に 、 黒 幕 、 ボ ス な どの 強敵 と 戦う 時 に は 、「 く を そ 一 ! 負け て た まる か !」 と 
いう 気持 ち を 前 面 に 押し 出し た 、 後 者 の 「 感 情 重視 ]」 の ポー ズ に な る の だ 。 そ し て 、 ヤ 
ラ レ テ モ 、 ヤ ラ レ テ モ 立 ち 向 か っ て いき (や られ の 美学 。 視 聴 者 を 主人 公 に 感情 移入 き 
せる )、 最 終 的 に は 何 か を きっ か け に 大 逆転 し 、 勝 利 を 収め る 。 そ の 大 逆転 の 時 に 、 ま 
た 前 者 の 形式 美 を 意識 し た ポー ズ に 戻っ て 必殺 技 を 出す か 、 ま た は 流れ に 任せ て 「 感 情 
重視 」 の まま 、 澤 身 の 力 を 振り 絞っ て 戦い 抜く の か 。 こ れ は 演出 に よる が 、 こ の よう な 
流れ で アク ショ ン シ ー ン を 構築 する 場合 が 、 多 々 ある 。 
伝統 的 な 構え や 形式 美的 な 構え を を ふま えつ つも 、 創 作家 と し て 、 キ ャ ラク ター の 現状 
や 感情 を 理解 する こと に より 、 新 し い 見 せ 方 、 型 に は ま ら な い ポ ー ズ が 生ま れる の で は 
な い の だ ろう か 。 
(早瀬 重 希 は や せ ・ し げき アク ショ ンコ ユ コーディネー ター・ ア クシ ョ ン 監 督 
詳し い プ ロフ ィ ー ル は P.159 参照 ) 
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日 本 刀 の 刃 は 、 柔 ら か い 鋼 の 外側 を 硬い 鋼 で つつ み 、 os Po. ie cs am ー プ が 
あり 、 西 洋 の 剣 の よう な 「 突 く 」 武器 で は な く 、「 斬 る 」 武器 で ある 。 刀 の 形状 の 歴史 を た どる と 、 奈 良 時 
代 に は 直 刀 、 平 安 ・ 鎌 倉 時 代 は 主 に 太刀 、 室 町 ・ 桃 山 ・ 江 戸 時 代 は 打 刀 が 多く 使用 きれ た こと が 分 か る 


打 用 より も 昔 か ら あ る 刀 。 全長 約 90 ~ 100cm。 反り が 大 きく 、 長い 。 






A 
pS 
ZAHLEN; 


ATA TREO CHS ( 腰 に 付け る こと )。 こ の と き 、 刃 は 下 を 向く 。P 
馬 に 乗る 武将 クラ ス が 使用 する こと が 多かっ た 。 


室町 期 あたり か ら 、 太 力 に 代わ っ て 使用 され る よう に な っ た 。 も と は 、 騎馬 し な い 下 級 武 土 が 使う も 
の だ っ た が 、 抜刀 か ら 斬 りつ ける まで が 一 連 の 流れ で で きる 機 性 か ら 、 時 代 が 下る に つれ て 、 武将 
クラ ス も 平時 は 打 刀 を 使用 する よう に な っ た 。 

だ いと う 

AJ] FE Yon, HAH EAN TH 1 kg. 
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) 刃 を 納め る ケー Ao 金 細工 や 漆 な どの 装飾 が 施さ れる こ と も 多い 。 
幕末 期 Rome, JOBMOZEARMLT. Tél と 呼ぶ 。 


わき ざし 
脇差 武士 が 大刀 と 併せ て 腰 に 差し た 、 小ぶり の 刀 。 全長 約 66cm。 








打 妃 は 、 刃 が 上 に 向く よう に し て 帯 に 差す 。 と っ さ の と き に bb 
抜刀 し た 流れ で その まま 斬り つけ る こと が で きる 。 


MS ED の 大 小 を 差す 場所 は 、 符 の ヒモ で は な く 、 
ESTER „Cm 着物 (着 流 L) の 角帯 の 間 。 角帯 は 通常 、| 

小 二 本 差し ) は 、「 武 土 」 > 三重 に 巻く の で 、 脇 差 は 内 側 の すき ま 、| 

と 「 農 工商 」 を 区 別 する By 大 刀 は 外側 の すき ま に 差 し 込む 。 | 

証し だ っ た 。 刀 に 手 を か Bis この と き 、 符 の 脇 の 切 れ 目 か 
\_ ける の は 手 を 休め て いる SR YN ら 、 畔 が 出る よう に する 。 | 

ADA bit ets. vom A 
ON 時 で も 抜刀 で きる よ A 
うに する た め の 用 Sez | a 
心 で ある 。 2 


NN よく ある 間違い 
下 LOX 


oo 待 の ヒモ に し か 
BE TOS 

い 。 締 め 付け る 22 ク クラ ク ク ク ラク 
力 が 弱い の で 、 

これ で は 妃 が 縦 

に な っ て ぶら 下 

が っ で し まう みう 。 


2 oH UB IC 

ある 。 BIEL 
張ら れ た ら 抜 け 
| 落ち て し まう ! 


| を 抜き な が ら 刃 が 相手 に 向く よう 7 納め 方 DANBOIA>15. De | 
ee ~ e } つか [ 
。 に 、 彰 を 水平 に し な が ら 抜 く 。 左手 量 の うと う 滑ら す よ うに し て 納め る 。 柄 | 


| は 、 著 を 後ろ に 引く よう な 感じ で 、 ( 納 刀 ) | を 強く 振り すぎ な いよ うに 。 
UN 


pa 





= 
= 
本 
ys) 


| [ 正 し c 持 ち 方 | AA 7 


| 刀 を 振る と き は 、 テ コ の 原理 を 利用 し て 右手 を 前 に 押し 、 


| 左手 を 引く よう に する の で 、 柄 を 握る と き 、 手 に ぎゅ っ と 


| 力 を 入れ すぎ て は いけ な い 。 


LENS OOUTH 
る と 、 刀 が 受け た 衝撃 
が 骨 に 伝わっ て 危な 


| 両手 の 間 も 少し 空け る 


1 _ つか が し ら Se 画 手 が で っ づい で いる 。 ALO Lge 
右手 を 上 に し て 、 も う 片 方 の 手 は 村 頭 に 小指 が か か る 程 | エニ コ の 原理 を 利用 で き な い の 


| 度 に 所 る 。 柄 頭 は 、 完 全 に は 隠れ な い 。 で 、 Mitento. 


左肩 か ら 柄 が 出る の が 一 般 的 な 。 糸 の 二 ヶ 所 を ヒモ で くく っ 
背負 い 方 。 輌 尻 を 浮か せ て 、 右 。 て 留め て いる 。 打 思 の 場合 
手 で 大 きく 弧 を 描く よう に 抜刀 刃 は 上 に 向き 、 太 妃 の 場合 
する 。 は 、 刃 は 下 に 向く 。 


X s<osma 
ar 


LEOMEAM, CHTEBO | 
ー ヶ 所 し か 留まっ て いな い 。 Kt, 
刃 が 下 に 向い て いる 。 曲がり が 逆 | 
に な っ て いる の で 、 ス ムー ズ に 抜 | 
け な い 。 | 





形 に な っ て いる 。 
柄 の 断面 図 マ 


ポイ シト を お さえ た AADOGSA MEN 


よく 見 慣れ て いる 気 が する 日 本 刀 だ 銭 : 刀 身 が 鑑 に お さま る よう に 
が 、 描こ うと 思う と 、 柄 の 厚み 、 刀 身 。 する た め の 金 具 。 こ れ を し っ か 
の 反り 加減 な ど 、 意 外 に 難し い 。 こ り 描く と 、 立 体感 が 増す 。 

こ で は 各部 の 名 称 に 触れ な が ら 、 作 

画 に 際 し て お さえ る べき ポイ ント を 

紹介 する 。 


ょ く 


西洋 の 合 は 直 刀 が 
多い が 、 刃 に 反り が あ 
る の が 日 本 刀 の 特徴 。 
峰 部 分 は 比較 的 、 直線 うば Sa 
的 に 描き 、 刃 の まう を o a 
ar 3 ょ ご 多様 な 形 が N に | 
| en... y: a. 彫り 、 彫金 な どの あし らい も 
o G 刃 と 魚の 問 の 厚み の パ バリエ ーション 豊か 。 
は も ん ある 部 分 A 
He: SSS 
この 波状 の 模様 は 、 焼 き 入 れ の ム 柄 を 横 か ら 見 た 図 。 
と き に 赴く 土 の 加 江 で 決ま る 。 策 に は 精 形 に 糸 が 巻い て あ 
意図 的 に 付け る 場合 、 刀 匠 の 個 GR) wystac 
性 が 出る も の で 、 芸 術 的 な 価値 装飾 性 を 兼ね て いる 。 
も 高い 。 
刀 は 真横 か ら 見 る と 幅 が あり 、 カ ー ブ が ある が 、 刃 の ほう か 
ら 見 る と 薄く 、 直 線 的 に 見 える 。 キ ャ ラク ター が どの よう に 
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切 先 の ほう か ら 
パー ス を 






















切 先 の ほう か ら 
正面 に 見 る 


縛 付 き の 決め ポー ズ 
+ 
刀 













マ た すき が け す る と 、 





袖 が 下 に 溜まる 感じ に 。 
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輌 付き の 決め ポー ズ 
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4 とっさ に 靖 で 防 
御 す る こと が あっ 
た た め 、 形 は 丈夫 
に 作ら れ で いた だ 。 







人 制服 + 妃 は それ 
LOTRITFS 
ク な 雰囲気 に 。 堂々 
と し た ポー ズ で 。 


YH Y 





4 普通 、 抜 妃 す る と き は 刃 が 相 
手 を 向く も の だ が 、 こ の イラ ス 
ト で は 刀 を よく 見 せる た め に 丸 
=. Ele. CUBE 










を 抜刀 時 、 左手 は 鯉口 を 握っ 
CAE CARTA 
[CARD GIL KDE 








Yd ) ) 





Yd 6) 






を 抜刀 し た 後に 輔 を 
BIT SOK, [HIT 
戻す つも り が な い = 
命 を か けた 」 と いう 
意味 だ と 言わ れる 
が 、 実際 は 、 一 度 斬っ 
た 力 は 血 が つい た り 
歪ん だ り し て 、 元 の 
綱 に 納め る の は 難し 
POISON De 
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と や 、 内 股 の 構 
え で 、 刀 の 扱い 


方 に 慣れ て いな 
い 様 子 を 表す こ 


シ 
to っ 
O + 
#6 二 
Y | 
Rv 
» E 





静か な 構え 


> 


Eee 


れ 味 の いい も の は 、 触 れ た 
け で 皮膚 が 切れ る も の も ある 。 





ママ に 手 を 置く ポー ズ は 魅力 
的 だ が 、 う っ か り 刃 の 部 分 を 
触れ させ な いよ う 注 意 を 。 切 









4 肩 に 有力 を か つぐ と き は 、 当 然 な が ら 
峰 の ほう を 乗せ る こと 。 刃 は な る べく 


外側 に 向け て 、 髪 や 類 を 切ら な いよ う 
に 気 を つけ る 。 
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刃 だ け で な く 、 柄 の 角度 が 変 
わる こと に も 注目 。 














マ 洋 装 の 場合 は 、 下 
緒 を 使っ て ベル ト に 
DAFO, 8) 
専用 の ベル ト を 使う 


こと も あっ た 。 





マ 柄 に 片手 だ け 残 
す と き 、 右 手 な ら 
IS 左手 な 
ら 柄 頭 の 近く に な 
る の で 注意 し よう 。 





dm Y) 


気 を 付 
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な ら な いよ う [ 
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動き の ある 構え 
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動き の ある 構え 


IN. 
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ぐ 左 図 は アタ オリ の ボー 
ズ で 、 下 は フカ ン の 姿 
勢 。 刀 の 鎧 の 見 え 方 が 
違う こと に 注目 。 
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動き の ある 構え 
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動き の ある 構え 


“思い 切り 刀 を 振り 上 
げ る と 、 着物 の 袖 や 裕 
の 裾 も 持ち 上 が る 。 衣 
装 の 動き で スピ ー ド 感 
を 出 そ う 。 








武士 は 右 利 き ? AAS? 


る 時 代 劇 ゃ 漫画 で 見 る 武士 は 、 左 腰 に 刀 を 差し て いる と と が 多い と 思い ませ ん か ? 
それ も その は ず 、 当 時 、 武 士 は 皆 、 右 利き だ っ た の で す 。 を の 理由 は ……。 


SS 







N ぐ 武 士 は 右 利き 、 江戸 は 左側 通行 

武士 は 、 職 業 軍人 で あっ た た め 、 列 を な し て 行動 する こと が 多く あり ま 
し た 。 そ の た め 、 一 様 に 左 腰 に 刀 を 差し 、 右手 で 刀 を 扱う よう に 訓練 さ 
れ た と いい ます 。 町 中 で 右 利き ・ 左 利き が 入り 交 じ れ ば 、 通 り を 歩く だ 
け で 畔 が 当たっ て 、 揉 め 事 が 耐え ませ ん 。 そ の た め 、 江 戸 の 町 で は 刀 は 
必ず 左 腰 に 差し 、 左 側 通行 歩く こと が ルー ル だ っ た の で す 。 た だ し 、 
剣術 の 流派 の 中 に は 、 あ えて 左手 で 刀 を 扱う と ころ も あり ます 。 


用 は 大 小 併 せ て 約 2kg も あっ た 。 そ れ ら を 常に 左 腰 に 差し て 
携行 し て いた 武士 は 、 左 足 の ほう が 大 きか っ た と いう 。 


全力 を 置く と き は 、 右側 に 金目 上 の 人 は 左側 に 


他所 の 家 を 訪問 し て 座敷 に 通さ れ た と き 、 刀 は 自分 の 
右側 に 、 刃 を 自分 の ほう に 向け て 置い て 正座 し ます 。 
左側 に 刀 を 置く こと は 、 い つ で も 抜刀 する 準備 が で き 
て いる こと を 表す 敵意 に 満ち た 行為 で 、 右 側 に 刀 を 置 
く こ と は 、「 あ な た に 斬り か か る 意思 は あり ませ ん よ ] 
と いう こと の 表現 な の で す 。 し か し 、 右 側 に 刀 を 置き 
な が ら も 、 下 緒 は 右 膝 の 下 に 入れ 込み 、 負 は 右 膝 に 当 
で で て お いた やう で す 。 
万 が 一 、 不意 打ち に 
あっ て 刀 を 奪わ れ そ 
に な っ た と き 、 す 
ぐに それ に 気付 き 、 
膝 で 鎧 を 押さ える た 
めで し た 。 





1 
目 上 の 人 と 並ぶ と き は 、 左側 に その 人 を 立た せま 
す 。 右側 ど と 、 刀 を 抜い た と き そ の 流れ か ら す ぐ 
に 斬り つけ る こと が で き て し まう か ら で す 。 ま た 、 
着物 の 合わ せ が 左 が 上 な の も 、 こ れ と 関連 し て お 
り 、 抜刀 の 際 に 着物 の 槍 に 手 が ひ っ か か ら な いよ 
うに する た め 、 ま た 、 目 上 の 人 が 隣 に 立っ た と き 、 

2 うっ か り 合 わせ が は だ け て 自分 の 肌 が 露出 し な い 
よう に 気 を は ら っ た も の と 言わ れ て いま す 。 
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ファ ンタ ジー 風 の 奇 
抜 な 衣装 で も 、 He 
草履 の 鼻緒 の ワン ポイ 
ント で 、 和 風 の 雰 囲 気 
が 漂う イラ スト に 。 





マ ボ ロ ボ ロ の 衣装 で 浪人 を 思わ せる 
風貌 に 。 さ ら に 不 敵 な 笑み を た た え 
る と 、 熟 練 し た 剣 の 技術 を 持っ て い 
る よう な イメ ー ジ を 作り 出せ る 。 








マヤ マ バッサリ と 斬り 捨て た 後 の ポ ボー 
Ko 片手 で 刀 を 扱う こと が で きる の 
は 、 か な り 腕 が 立つ 者 だ け で ある 。 
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刀 の 使い 方 に は いく つか の 型 が あり 、 武 士 
は 日 々 、 胡 湊 斬 り 、 胴 斬り な どの 型 を 極め 
る た め に 鍛錬 に 励ん で いま し た 。 た だ し 、 
実戦 に お いて は 抜き 打ち や 自己 防 術 の た め 、 
型 が 無視 され る こと も し ば し ば あり まし た 。 





相手 の 肩 品 か ら 斜 め に 斬り 相手 の 肌 を 水平 に 困る こと 。 

お ろ す 斬り 方 。 逆 に 、 下 か | 回 転 し な が ら 斬 る 場合 も ある 。 

ら 斜め 上 へ 斬り 上 げ る こと | 流 派 に よっ て は 、 水 平 新 り と | 刃 で 斬ら れ た と 錯覚 し 、 失 神 し 
AYER LUD, も いう 。 た り 動き が 止ま っ た りす る 。 








4 ム 丸 こぼれ が お こり 、 刃 が 曲がっ 

て し まっ て いる 刀 。 DOBNU | 
は 、 ふ つう 、 木 稲 で 打っ て 直す が 、 信 
戦場 で は 足 で 押さ えて 直す こと 
も あっ た と いう 。 








V 
いく ら 腕 の 立つ 者 で も 、 同 じ 刀 を 連続 で 使 
い 続 ける と 、 刃 こぼれ が お き 、 刃 が 波 打 っ 
た り 、 と き に は 折れ る こと も あっ た と いい 
EF. Elo, 血 の り や 油 が こざ びり つい て 徐々 
に 切れ 味 が 悪く な っ て し まう そう で す 。 
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UV = 2 
SRICBEELORMECH. WE 
で きる ボ ポイ ント は あり ます 。 BOR 
ぎ 目 、 わ ず か な 隙間 な ど を 狙わ れる 
と 、 そ れ が 致命 傷 と な る こと も あり 
まし た 。 ま た 、 鎧 の 素材 も 、 革 や 布 、 
KHRESKLETLEN, BOB 
分 を 強く 攻撃 する と 、 破 れ て し まう 
こと も あっ た と いい ます 。 ANTI, 
鎧 の ウィ ー ク ポイ ント を 解説 し て い 
ます 。 


よろ い 
金 鎧 を 使っ た 表現 
鎧 を 着 た キャ ラ が 相手 の 攻撃 を 余 


裕 の 表情 で 弾き 返し て いる 様子 を 
描く と 、 敵 味方 の 優劣 が 伝わり ま 
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ひ ぎ が し ら すね 


HOR 


BOR, 
槍 の 石 突 な ど * 
で 突 か れる と * 


ite atonal 
動け な く な る Gy 



























ファ ンタ ジー 作品 な ど で は 、 あ えて 鎧 の 素材 を 無視 し た 壊 

れ 方 を 描い て 、 攻撃 の 強 さ を 表現 する こと も ! E 
よろ い 

場 で は 相手 の 鎧 の 隙 を 突く こと の で きる 槍 が 活躍 し た と い 

いま す 。、 
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し ど ば いけ ん だ いと う 


宮本 武蔵 は 、 鎖 鐘 の 名 手 ・ 実 戸 析 軒 と の 開い の 折 、 左 手 に 持っ た 大 
で 梅 軒 の 投げ た 分 鍋 を か わし 、 右 手 の 小 刀 で 相手 の 胸 を 刺し た と いう 。 
相手 の 攻撃 を 封じ 、 同 時 に 攻撃 を する と いう 手法 だ 。 二刀流 に は 他 に 
6、 大 刀 で 斬り か か る と 見 せ て 脇差 で 刺す と いう 技 も ある 。 


静か な 構え 





る 二刀流 で は 、 右 手 に 
大 刀 、 左 手 に 脇差 ( ま 
た は 小刀 ) を 持つ の が 
一 般 的 。 














酔 か な 構え 


これ は 、 


Sm 
そ ゃ 
Km 
‚® 
+6 hG 
Up 
EH 
R a 
WwW 
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$- 
く 見 られ る 。 
相手 の 刀 を 受け る 目的 
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動き の ある 構え ・ 斬 る a 





> © 
EL A y = 4 足 を つ ま se 未 
の で し っ か り 描 か 
N y 
ry Ra KO 











P 軽やか な 足 の 動き と 、 

慣れ た 様子 で 、 
キャ ラク ター の 立場 や 性 
格 を に じ ま せ る こと が で 


刀 を 扱い 
きる 。 











eee > 
a 中 


Bey Poo Ze ら その 三 
武器 に 由来 する 言い 回 し Part1 


全力 な どの 武器 を 日 常 的 に 使わ な く な っ て 和久 し いひ 今日 で す が 、 実 は 私 た ち が 普 段 + 


口 に する と と わざ ゃ 言い 回 し の 中 に は 、 刀 に 由来 を 持つ も の が いく つも ある の で す 。 
と と で は 、 と の 5 ちの いく つか を 、 と の 意味 と 共に と 紹介 し ます 。 








さび 
身 か ら 出 た 錆 
自分 の 行為 が 、 の ちの ち 自 分 を 苦し め る 事 に 
な る 状態 を いい ます 。 こ の 「 身 」 と いう の は 
刀 の 刃 の 部 分 ( 刀身) の こと で 、 普 段 か ら 刀 


の 手入れ を 怠っ て いる と 次 第 に 錆 が つい て 刀 
を 腐ら っ せ て し まい 、 い ざ 戦 い の と き に 役立た 
ず に な っ て し まう と いう 意味 か ら 自 業 自得 で 
取り 返し の つか な い 事 態 を こう 呼ぶ よう に な 
り ま し た 。 





あい づち 
相 植 を 打つ 


相手 に 合わ せ て 返事 を し た り 、 う な づい た り 
し て 調子 を 合わ せる こと で す 。 こ れ も そ の ま 


& (HB) PORT. TSMR BAS 
BFC, CORSAMROSB*LM THEE 
つこ と に 由来 し て 、 相 手 に 合わ せる 意味 と し 
て 伝わっ て いま す 。 





錆 を 削る 
激しく 争う と いう 意味 で す 。「 し の ぎ 」 と は 
丸 の 厚 み の あ る 部 分 を さ し ま す 。 武士 が 争っ 
て 、 刀 の し の ぎ が 削り 落ち る ほど の 激戦 に な 
る 状態 か ら こ の 言葉 が 使わ れる よう に な り ま 
し た 。 し の ぎ と いう 漢字 は [Bl が 正しく 、 


ー 時 凌ぎ な ど と いう 意味 で 使わ れる 「 潜 ぎ 」 
し の し の ぎ 
は 意味 が 違う の で 、x「 潜 ぎ を 削る 」 O ($ 


を 削る ] と な り ま す 。 





せっ ば 

切羽 詰まる 

追い 詰め られ て どう に も な ら な い 状 態 の こと 
を いい ます 。 切羽 と は 、 鎧 が ゆる く な ら な い 
よう に 、 負 の 柄 側 と 著 側 、 を それぞれ に 添え る 
薄い 衝 円 形 の 金具 の こと 。 切 羽 が 、 鎧 を 両面 
か らし っ か り と 挟ん で いる こと か ら 、 戦 うこ 
と が で きず 、 更 に 追い 詰め られ た 状態 で は 逃 
げ る 事 も で き な い と いう 総体 絶命 の 状況 を 、 
こう 表現 する よう に な り ま し た 。 


y 

争い ご と と いう 意味 で す 。 武士 が すれ 違う 時 
に 、 互 い の 刀 の 著 が ぶつ か っ た こと を 盆 め て 
争い に 発展 する 例 が 珍し く あ り ま せん で し 
た 。 そ の た め 、 さ さい な 事 か ら 争 い に 発 展 す 
る 、 と いう 意味 も あり ます 。 


そ 

反り が 合わ な い 

性 格 が 一 致し な い 、 仲 良く な れ な いと いう 意 
味 で す 。 反 り と は 刀 の 反っ て いる 部 分 を いい 
ます 。 刀 の 形 は 細か く 違 うた め 、 端 も その 刀 
の カー プ に あわ せ て 作ら れ た も の で な いと う 
まく 収まり ませ ん 。 そ の 「 買 に カー プ の 形 が 
お さま ら な い 」 一 「 反 り が 合わ な い 」 と し て 
使わ れる よう に な り ま し た 。 











"なき 


ME CARS) OM ($) Fe 





Mia. BOBS BALLOT 戦国 時 代 は 合戦 の 際 の 主要 な 武器 で あっ た 。 馬上 で も 地 
上 で も ほとん どの 武士 が 、2m か ら 5m ま で 、 き ま ざ ま な 長き や 形 の 槍 を 所 有 し て いた 。 
武家 屋敷 に な いて も 、 臣 急 時 に すぐ に 持ち 出せ る よう 、 欄間 GRE RE LOM) che 
Pi Tis. BH ot. また 、 檜 術 は 宝蔵 院 航 染 が 極め た 武術 と し て も 有名 で ある 。 





槍 の 主 な 使用 方 法 は 、 「 突 く 」、 「 斬 る]、 [叩く 」 
な ど 。 十 文字 槍 な ど は 、 敵 の 足 に ひっ か け て 
すく っ た り 、 引 き 倒す こと も 出来 る 。 槍 を 投 
げ る の は 、 ア フリ カヤ 南米 で よく 見 られ る が 、 
投稿 用 の も の は 日 本 の 格 よ り も 軽かっ た と 思 
われ る 。 と は 言え 、 日 本 の 合戦 場 で も 、 始 息 
な 手段 で は あっ た が 槍 を 投げ る こと は あり 、 
「 犬 檎 」 と 呼ば れ た 。 





そう し ん ほ | 形 の 凝っ た も の は 、 経 済 的 な 余裕 の ある 武家 が 
槍 身 (FE) の 種類 | お っ も の で 、 身 分 を 示す バロメーター で も あっ 


た 。 十 文字 槍 の 柄 に は 突起 が あり 、 間 夜 で も 十 
文字 の 向き が 分 か る よう に 工夫 され て いた 。 


マ 月 形 槍 





十文字 槍 (AP) > 





人 牛角 十文字 槍 人 下向き 十文字 槍 人 下向き 片 鎌 十文字 槍 


1) 栓 や な ざ な た の 柄 の 尻 に つけ る 、 金 局部 品 。 様々 な 形 が あり 、 装 人 的 な 意味 合い も ある が 、 Er 
AMLENT, COM THERE EFS. また 、 地 画 や 石 の 上 に 立て た と き 
が 憎ん だ り 塵 っ た りす る の を 防 く 目的 も ある 。 詳細 は 、 PBA SR. 












ポイ シト を お さえ た AIR 


実践 的 に 多く 使わ れ た の は 、 両 端 の A: 中 心 の 、 
MOG VIA GRA) だ が 、 創 作 で / 山 型 に 盛り 上 
は 十文字 槍 や 月 形 栓 な ど 、 形 に 創意 NN が っ て いる も 
を 凝ら し た も の が 面白 い 。 実際 、 当 


時 の 人 々 は 機能 的 、 ビ ジュ アル 的 に N ‘ ン 

も 個性 を 出す た め に 、 オ リ ジ ナ ル の N ZA 

そう し ん F AS 

槍 身 を 創造 し て いた 。 基 本 の 形 を お DNS, 多 销 上 为 0 部 分 


全 全 


さえ つつ 、 さ ま ざ ま な 形 の 檎 を 考え AS の 色 に 差 を つけ 
て みよ う 。 y N て 描く と 、 立体 
を 十文字 槍 の 場合 は 、 ce A この よう な 刃先 に 
左右 に 出 て いる 鎌 の | な っ て いる こと も 
形 が 対称 に な る よう ンー ( 55: 
に 気 を つけ る 。 に - : N 
et un 4 nner, 
は な い 。 交 わり 方 を 研い で ある 刃先 を イ 
考え な が ら 立 体 的 に メー ジ も て で すっ きり 
e. 描く の が ポイ ント 。 


ぐ 素 栓 の 場合 は 、 





の 背丈 くら い の 槍 も あっ た )。 絵 で 描い て みる と 意外 に 長い の で ビッ クリ する が 、 短 い 
と や は り 迫 力 に か ける の で 、 了 臨場 感 を 出し た い 場 合 は 長め に 描い て みよ う 。 


==> 














(ir 


静か な 構え 












DN た い じ 
を 敵 と 対 財 する と き 、 
まず は 槍 の 中 央 あたり 
ta を 持っ て 構え る こと が 


多い 。 敵 の 様子 を 見 な 
が ら 、 人 徐々 に 間合い を 
計る 。 





4 檎 に は 、「 槍 印 」 と 
いっ て 、 布 や 動物 の 毛 、 
革 な ど に 家紋 を 染め 入 
れ た 飾り を 付け る こと 
が あっ た 。 戦場 な ど で 
も 敵 味 方 を 見 分 ける た 
めで ある 。 








APTA 
/ 











A 


NS 





DS BZ Jp 
S 7 ーー I 
E ee ーー J 
/ J EN ax 
% 7 IN 





PTE 


N 





マヤ 武家 屋敷 に は 防衛 用 
に 、 常 に 槍 が 備え られ 
て いた 。 緊急 時 に は 、 
女性 が や む を 得 ず 、 使 
うこ と も あらっ た だ ろう 。 


動き の ある 構え — 








動き の ある 構え 












は 、 投 げ る 技 は 見 られ な 
い が 、 実戦 に お いて 、 自 
己 防衛 の た め に は 投げ る 
こと も あっ た と 言う 。 











動き の ある 構え 





ぁ 槍 は 長い の で 、 正 面 で 
回 す と き は 少し 斜め に す 
る か 、 崖 な どの 上 に 乗っ 
て いる 場面 設定 に し て 、 
穂先 が 地面 に 当たら な い 


よう に する こと 。 














3 現代 の 制服 十 槍 と いう 
ファ ンタ ジー。 槍 鎌 の デ 
ザイ ン や 、 和 飾り な ども 、 
キャ ラク ター の 設定 に 合 
ね お せ で 下 夫 し よう 。 








, a 





武器 に 由来 する 言い 回 し Part 2 
全力 に 由来 する 言い 回 し は 、 ま だ まだ あり ます 。 友 、 力 の 他 に も 、 槍 や 弓 に 由来 す 


る 文句 る な くさ ん ある の で す 。 当 時 、「 誰 に で も 通じ る 言葉 」 と し て 使わ れ て いた と と 
か ら 、 と これら の 武器 が 、 ど れ だ け 日 本 人 の 生活 に 密着 し て いた か が 読み と れ ま す 。 


や き ば 
HUBO) 
ー 時 689 に その 場 を 切り 抜け る た め 、 に わか に 
勉強 する こと 。 も と は 刀鍛冶 の 用 語 で 、 痛 ん 
だ 用 に 、 別 の 焼き 刃 を 付け 足し た だ け の 状態 
の こと で す 。 何 度 も 打っ て 鍛え た 刀 と は 違い 、 
すぐ に 使い 物 に な ら な く な る た め 、 一 時 的 な 
効果 し か な いこ と か ら こ の 意味 に な り ま し た 。 


も ろ は 
諸刃 の 剣 

一 方 で は 役立つ が 、 も う 一 方 で は 自分 に 損害 
を 与え る 恐れ の ある 状況 と いう 意味 で す 。 諸 
刃 と は 、 両 側 に 刃 が つい た 剣 の こと で 、 相 手 
を 斬 ろ うと する と 自分 自身 を も 傷つけ る 危険 
性 が ある こと に 由来 し て いま す 。 


横槍 を 入れ る 

合戦 中 に 、 正 面 か ら で な く 別 の 側面 か ら 槍 で 
突く こと が 転じ て 、 争 い ご と に 第 三 者 が 口 を 
出し て 介入 し て くる こと を さ し ま す 。 





は ず 
SRA DUT (の は ず が な い ) 


弓 に 失 を つが える と き 、 LIC RORMESI > 
掛け る た め の 矢 の 切れ 込み の こと を [RB E] 


と 言い ます 。 弦 と 箸 が 噛み 合わ な いと 、 矢 が 
飛び ませ ん 。 そ こ か ら 、 物 事 の 道理 が 合わ な 
いこ と を 、「~ の は ず が な い 」 と 言う の で す 。 


さや 
元 の 輔 に 収まる 
も の ご と や 人 間 関 係 が 本 来 の 状態 に 戻る 、 元 
通り に な る と いう 意味 で す 。 刀 の 形 は それ ぞ 
れ 微妙 に 違う た め 、 そ れ が 収まる 署 も その 刀 
gehe ae 
す 。 そ の た め 、 本 来 あ る べき 場所 BY Ic 
さま る も の だ と いう の が 由来 で す 。 


りょう とう づか 

Jn 

O AO 
TERCIO. 両刀 使い と は 本 来 は 二刀流 の 
ick ATEO a 
な り の 腕前 と 見 られ て いま し た 。 








手 ぐ すね を 引く 
「 手 ぐす ね 」 と は 、 松 脂 と 油 を 混ぜ て つく る 
粘着 剤 の こと 。 これ を 紀 の 弦 に 引い て 強く し 、 
戦い の 準備 と を する の で す 。 そ こ か ら 、 万 全 の 
用 意 を し て 戦い の 機会 待つ こと を 、 こ う 言 
う よ う に な り ま し た 。 





=) ば や 


矢継ぎ早 に 


文字 通り 、 素 早く 矢 を 継ぐ ( 矢 を 継続 し て 身 
る ) 様子 の こと で す 。 こ こ か ら 、 物 事 の 続け 
ざま な こと を 表す の に 使わ れ て いま す 。 



















sQSt せ お の ひざ 
OFS SRR BN 


WHT abe 


a 


> 
7 


WTAY 
S>HSITnTAR Rast 







AJA 


SA 
きい 


0 


きい 


> 


RAROS» 


te IET LN, ORB LOS 点 で 相似 し て いる が 、 


檎 が 鮭 か ら 派生 し た 武器 で 


ある こと に 対し 、 な ぎ な た は 刀 の 柄 が 伸び た も の と 言わ れる 。 丸文 や 鯉 が ある 点 か ら 6 


も 、 


な ぎ な た と 刀 の 類似 性 が 見 て と れる 。 漢字 で 描く 場合 、「 長 刀 」 SRI HT 


LES, MOLICHTIOTREL, OLSEN (斬り つけ る ) も の で ある 。 





大 合戦 場 に お ける な ぎ な た の 使用 目的 は 、 MORAS 
co な 使い 方 こと で あっ た 。 元 は 、 の よう な で 区 前 の 人 用 する 


も の だ っ た が 、 間 合い (相手 と の 距離 ) が 長い こ と か ら ら 、 

戸 時 代 に は 武家 の 女子 の 護身 用 の た し な み と さ れ 、 er 
具 と も な っ た 。 そ の た め 、 江 戸 時 代 の も の は 、 戦 国 時 代 の も 
の より も 、 女子 が 持ち や すい 
よう に 、 短 く 軽 いも の が 多い 。 
















と も え し ず か 

pea) と 「 静 型 ] EM. 

木 鲁 闵 仲 0 侧室 io: [HII 
を 使用 し て いた こと か ら 、 刃先 の 大 
き な な ぎ な た を 後世 、「 思 型 」 と 呼 
ぶよ うに な っ た 。 反対 に 、 刃 先 の 細 
いも の を 静御前 の イメ ー ジ で [HW] 
と 呼ぶ 。 












柄 は 、 30cm 
くら い 残 し 
て 握る 。 





石 突 と は 、 槍 や な ぎ な た の 柄 の 尻 の 腐食 を 防ぐ た め に つけ 
る 、 金 属 部 品 。 な ぎ な た で は 特に 、 こ の 部 分 で 敵 を 斬っ た 
り 突 いた り も する 。 様々 な 形 が あり 、 装飾 的 な 意味 合い も 
強い 。P66 参照 。 











ポイ と アト を お さえ 友 な ぎ な 左 力 描き 方 


刃 の 部 分 は 、 基 本 的 に は 刀 と 同じ 質感 
で 描く 。 刀 と 違う の は 、 刃先 に 向かう 
に つれ て 幅 が 広く な る 点 だ 。 鎧 や 柄 に ンク 
装飾 を 加え て 、「 華 や か な 武家 の 女性 が SE ee 


使う 武器 ] と いう イメ ー ジ を 創る の も 丸 と 衣 の 間 の 厚み の 


よい 。 ン クジ ある 部 分 





柄 に は 親指 を まわ し 、 し っ か り と 握る 。 刃 に 近い ほう が 逆手 、 a 

tab A 遠い ほう が 順 手 と な る の が 一 般 的 。 た だ し 、 防 御 の と き は 、 両 ん 
手 と も 順 手 に な っ た り 、 逆手 に な っ た り も する 。 a xi 
shy 






よく ある 間違い 
その 一 
親指 が 上 に 出 て いる 。 
柄 に 回 すこ と 。 







一 攻撃 の と き に 、 両 手 と も 順 手 に な っ て 


U いる 。 こ れ で は 攻撃 の 能 が きか な い 。 
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静か な 構え 2 Pr, 






N 
SIT 
u N 
el 
Sones 
ーーー 








金 構え の 姿勢 の と き に 、 持 
ち 手 が 両手 と も 順 手 、 ま た 
は 両手 と も 逆手 に な ら な い 
まう に 無き を つけ る 。 





動き わあ る 構え N 





なぎなた は 、 飛 
ん で 大 きく 振り 下 
ろ し た り 、 勢 い を 
付け て 走り 込ん で 
振り 回 し た りす る 









VI SIGMA RUE, ARES THEM 
撃 する 頻度 が 高かっ た 。 ERROR [AR 
の 構え | も ある ほど で 、 石 突 で 相手 を 斬る こ 


動き の ある 構え 





と も あ っ た の で 、 相手 を 傷つけ る こと の で き 
る 扇 型 の 石 突 が よく 見 られ る 。 





O ID) 








2 
な 
な 
た 








動き の ある 構え 




















4 パー ス を つけ て 、 手 前 の 
刃 を 大 きく 描く と 人 迫力 が 増 
す 。 こ の と き 、 柄 の 長 さ が 
あい まい に な ら な いよ うに 
注意 。 






動き の ある 構え 


4 創作 な ら で は の 動き 。 E 
を か わし て ジャ ンプ し て い 
る 様子 。 な ぎ な た を 支点 に 
し て 回 転 し て いる と 思わ れ 
る 。 右手 の 持ち 方 を 変え る 
と 、 宙 返り し た 勢い で 相手 
を 斬り 下ろ し て いる よう に 
も 見 える だ ろう 。 














決め ボ ポーズ 









014 
NS 


17 N 
IR \ N SON MA 
BS A 


m 


| 
ZN 
SE) 
っ ジグ 


il ム フ ァ ンタ ジー 作品 と 
ES | し て の ポー ズ 。 武 器 の 
$ 形 は な ぎ な た だ が 、 魔 
法 の ほう き の よ うに 、 
上 に 座っ て いる 。 


ES 
ee 
Y 
cin en RN 








A 2 
A 





ESO (DD 








世界 の 武器 いろ いろ 
日 本 に さ # ざ まな 形 の 武器 が ある + 5 に 、 世 界 の 国々 で も る 時代 と と も に 多様 な 武 
器 が 作ら れ て きま し 。 武器 は 、 世 界 各地 の 土地 柄 ゃ 社会 を 映し 出す 鏡 。 と これら を 
比較 する と と で 、 日 本 の 武器 の 特性 も 浮き 彫 5% に な る と と で し ょ 5。 








4 レビ アー 約 1m 
直 刀 で 、 刺 す た め の 武器 。 レ イ ピ ア と も 。 この 移 形 の 柄 の も の は 、 
1650 年 頃 の スペ イン の レビ ピア ー 


ム A サー ベル 約 1m 


サー ベル は 、 騎馬 の 状態 で 斬り つけ る た め の 曲 用 。 これ は 、1806 年 頃 の プロ シャ の も の 。 
柄 は 、 馬 具 の 負 ( 足 を 乗せ る と ころ ) を 模 し た デザ イン 。 


e, 42359 約 1m 

。 中 国 の 春秋 戦国 時 代 (紀元 前 770) 
に 上 呉 の 国 で 作ら れ た 曲 刀 。 武器 と し 
て だ け で な く 、 森 で 草木 を 切り 開く 
の に も 使わ れ た 。 


ーー 


4 グレ イブ 2~2.5m 
西洋 の な ぎ な た 。12 ~ 17 世紀 。16 世紀 まで は 戦場 で も 見 ら 
NICD, 17 世紀 に は 装飾 品 と し て 軍 の パレ ー ド な ど で 使 われ た 。 


ーーー ーーーーー 一 ーー je 


人 西洋 の 槍 約 3m 
馬上 槍 試 合用 の 木製 の 槍 。 中 が 空洞 に な つて お り 、 相 手 を 突く 
と 砕け る よう に な っ て いる 。 英国 、 ヘ ン リ ー 8 世 の も の と され る 。 










I “ 示 ニニ = 人 == 


ムジ ャ バリン (投げ 槍 ) 約 2m 
古代 ロー マ の 兵隊 が 使用 し た 、 鉄製 の 長柄 槍 。 穂先 が 長く 、 重 い 。 








チ テ ジリ モジ 


4 槍 鎌 2 一 2.5m 
清 時 代 (1644 ~ 1912) に 、 農 具 の 鎌 か ら 作 られ た 。 問 合い の 長 
さか ら 、 訓 練 を 受け て いな い 農 民 に も 使え る 武器 と し て 発展 し た 。 















っ て 投げ た り も し た 。 携行 時 に は 、 重 ね て 尼 紙 に 
包み 、 隠 し ポケ ッ ト に 入れ た り 、 す ぐに 投げ られ る よう に 手甲 に 型 ば せ た と いう 。 
また 、 手 裏 剣 は 闇夜 で 光ら な いよ うに 、 わ ぎ と 圧し て 黒く し た も の が 多い 。 


刃 で 自分 の 指 を “ ン ンー 
傷つけ な いよ う 


四方 手裏剣 ヤ 
全長 95mm 
重 さ 1058 









六方 手裏剣 vw に 、 注 意 し な が 
全長 105mm ら 持 つ 。 => i 
重 さ 1108 の 重ね た 手裏剣 を 






擦っ て 投げ る の 





0 


//、 は 、 創 作 と し て 

pa OK だ が 実際 

この 他 に も 0 (/ 作 物理 的 に か な 
taa 人 y / N 2 

50 種 以上 の 形 が リ 難 し く 、 不 可 


ある こと が 分 か っ て いる 。 


of POC OREA Carter 
SHAHST nse Aka BoHOHCHY 
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we 








一 般 的 な クナイ 


全長 395mm 
重 さ 3328 





手裏剣 は 、 四 方 や 六方 の も る の より 棒状 の も の の ほう が 使用 頻度 が 高かっ た と い 
う 。 東 ね て 携行 し や すい 、 投 げた と き に 音 が 出 に くい な どの 利点 が あっ た た め 
だ 。 ク ナイ は 厳密 に は 手裏剣 で は な い が 、 棒 状 手裏剣 と し て も 、 土 を 掘る スコ ッ 
プ と し て も 、 小 刀 や 火打 ち 石 、 テ ント を 張る 際 の 杭 と し て も 使え 、 サ バイ バル 
な 状況 と くぐり 抜け ね ば な ら な い 刀 者 に と っ て 、 万 能 の 武器 で あっ た 。 


EBA | 親指 、 人 さ し 指 、 中 指 の 三 本 の 指 で 筒 を 作り 、 そ 
こ に クナイ を 挟む イメ ー ジ 。 直線 的 に 打っ た り 、 
。 回転 さ せ て 打っ た り し た 。 






u 
= uz 


— 





ボ ポイ シト を お さえ た FERINA 


速く 飛ん で いる 物体 を 描く に は 、 コ ツ が 必要 。 ま ず 
物体 を うす く 描 いて か ら 、 ま わり に 人 効果 線 を 加え て 、 
状況 を 表現 し よう 。 思い 切っ て いき お いよ く 描 く の 
が ポイ ント 。 


る 回 転 し て いる 感じ が わか る よう に 、 
弧 を 描く よう な 残像 を 。 さ ら に 飛ん 
で いく 方 向 に 向かっ て スピ ー ド の あ 
る 効果 線 を 加え れ ば 、 回 転 し な が ら 
飛ん で いる 様子 が 伝わる 。 


久木 の 壁 に 突き 当たっ て 、 足 (出っ張っ て 
いる 部 分 ) が め り 込 む 様 子 。 手裏剣 自体 や 
まわ り に も 振動 が 響く よう な 効果 線 を 。 足 
が 二 本 同 時 に 当たっ て し まう と 木 に 刺さ ら 
ず 、 落 ち て し まう 。 一 点 の み 刺 さる 角度 で 
投げ る に は 熟練 を 要する の だ 。 


ホ ポイ と 上 を お さえ た 


高速 で 飛ん で いる 様子 を 伝え る に 
は 、 先端 の 輪郭 は は っ きり と 描い て 、 
後ろ に 行く ほど 、 流 線 の 残像 で ぼ か 
す よ うに する と 良い 。 


ás) 
2 
+ 
4 


222 Set HH 


び / を る 棒状 の 手裏剣 や クナイ 

レグ は 、 実際 に は さほど 音 が 

出 な い 。 し か し 、 映 画 や 

り 描 写 さ れ て いれ ば 、 全 て の クナイ が 正確 な 輪郭 で な く 漫画 で は 効果 音 で スピ ー 
て も 、 連 射 さ れ て いる イメ ー ジ を 伝え る こと が で きる 。 ド 感 を 加え る と 良い 。 


久 複 数 投げ る 描写 の と き は 、 手 前 の クナイ の 形 が は っ き 
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手裏剣 を ぎゅ っ と 握り つ 
つも 、 刃 で 手 が 傷 つか な い 
握り に な っ て いな く て は い 
け な い 。 見 えな い 部 分 も 意 
識 し て 描く よう に する 。 
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ぁ 投げ 終わ っ た 手 と 
手裏剣 が 、 延 長 線上 
に ある よう に 注意 。 
手前 に 飛ん だ 手裏剣 
を 大 きく 描く と 、 遠 
近 感 が 出る 。 





⑧ HERE 


Wie 
th Ww 
„a 
ZE 
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€ Se 
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で E 
AS 基 


= 
8 
= 6 
x G 
BUSH 
= ES 
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18 レ 
E =) 
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SN 


(IAS 
S 2 


普通 


に 投げ る より も 、 ス ピー ド と 威力 


の 増加 が 期待 で きる 。 


(Ge 


\& 


R 
4 
p 
0 
Ww 
や 
a 
レ 
—) 
醚 
= 
Vv 


高 
ら 手 裏 剣 を 投げ 込む ポー ズ 。 





a 


Sk 





4 女性 の 忍者 は 「 く の いち ] と 
呼ば れ 、 主 に 、 女 中 な ど に な りす 
まし て 屋敷 に 潜伏 する スパ イ と し 
て 活躍 し た 。 運 動 能力 が 高く 身軽 
な くのいち は 、 男 性 並み に 武器 を 
持っ て 暗躍 し た こと だ ろう 。 


4 手裏剣 で 警戒 し な 
が ら 、 屋 敷 内 や 路地 
裏 で 聞き 耳 を 立て る 


忍者 。 











en =— 





Y, 
Y 





を ング A 
IU 


ムク ナイ に も いろ い 
うな 持ち 方 が ある 。 
右手 は 小刀 と し Tr 
左手 は 投稿 用 と し て 
構え て いる 様子 








金棒 手裏剣 や 小振り な クナイ は 、 
手 の 中 に 隠し 持つ こと が で きた の 
で 、 ど の よう に 投げ て くる か が 見 
AMC EBBRE DK. 





二刀流 の よう に 構え 
て 、 相 手 の 様 子 を 計る 。 
クナイ で 斬り つけ る べき 
か 、 投 げ 込 むべ きか を 見 
極め て いる シー ン 。 















人 バラ ンス を 月 し な が ら も 、 
敵 に 一 矢 を 報い よう と する 
次 。 ど ん な 状況 で も 的 確 に 
標的 を 狙え る よう 、 妨 び は 
常に 鍛錬 を 積ん で いた 。 


ゅ ひざ を つき な が ら 構 えて 
いる 。 あ ら ゆ る 体勢 か ら も 
獲物 を 逃さ ず に し と め ら れ 
る こと が 、 良 い 忍 び の 条件 。 





@ SAY 











WEE 
SS 
NL 






































忍者 っ て 何者 ? 


忍者 は 、 単 な る フィ クシ ョ ン の 産物 で は な く 、 実 際 に 戦国 期 ゃ 江戸 時 代 に は 、「 妨 


ち ICD 


の ぉ ん みつ ば ん 
者 」「 隠密 」「 御 庭 番 」 な と の 審 偵 の 団体 が いま し た 。 各 戦国 大 名 ゃ 幕府 の 命 を 受け て 、 


U 


敵 情 視察 を し た 5 、 謀反 を 未然 に 防 ぐ の に 立ち 回 っ た と 言い ます 。 


し の 


> 


BHORRC SARE BONA. Frl に よる と 実際 は 柿 染 の 茶色 、 紺 色 な ど が 良い 
と され て いた 。 間 夜 に まぎれ 、 血 痕 が 目立た ず 、 ま た 、 日 中 で も 「 私 は 忍者 で す ] と いう アピ ー ル 
に な ら な い 色 が よい の で ある 。 こ の 上 に 、 裏表 で 色 の 違う リバ パー シ ブ ル の 上 着 を 着る こと も あっ た 。 
































布 で 出来 て お り 、 こ 
こ に 隠し ポケ ッ ト を 
作っ て 手裏剣 な ど を 
忍ばせ た 。 こ うし て 
お く と 、 手 の 甲 を 攻 
撃 さ れ た と き に 、 手 
裏 剣 が 盾 と も な る 。 








覆面 の た め や 頭 を 守る た め 
だ け で な く 、 外 す と 幅 が 約 
50cm、 長 さ が 約 2m も ある 
布 に な っ て お り 、 け が 人 を 背 
負う ヒモ や 、 包 帯 、 ロ ー プ に 
も な っ た 。 


くさ りか た びら 


SANEI- 


漫画 な どの 忍者 が よく 
身 に つけ て いる メッ 
シュ 状 の も の は 、 鎖 
肉 子 で ある 。 刀 で 斬り 
つけ られ た と き に 体 を 
守る も の だ が 、 重 さ が 
5kg も あり 、 現 場 で 
の 着用 は 実際 に は 難し 
か っ た 。 そ も そ も 妨 

は 戦闘 が 目的 の 立場 で 
は な (いい の 人 で ご ここ ざと 
いう 時 に の み 、 着 用 し 
た と N33 


全長 40 ~ 90cm と 、 一 般 的 
な 刀 よ り も 短く 、 直 刀 で ある 。 
鋼 に 足 を か け て 壁 を 登っ た 
り 、 暗 い 屋 内 で 敵 を 探す と き 
に 囚 を レー ダー 代わ り に 使っ 
ULT Ef. BORK, 
唐辛子 粉 な どの 目 つ ぶし を 仕 
込ん で お く こ と も あっ た 。 背 
中 に か つぐ と と っ さ の と き に 
使え な い の で 、 腰 に 差す の が 








符 の 据 が 草木 な ど に 絡ま る の を 避け 
る た め 、 符 を 押さ えて 上 か ら 着 けた 。 
後ろ に 結び 目 が ある 。 









足 の 裏 に は 、 
金属 製 の スパ 
イク が 付い て 
いる 。 


116 





















古く は 武将 が 騎乗 し な が 6 ら 使う 武 器 の 代表 格 で あっ た が 、 








PEE >> TS AS TN 2.8 tedt rege 
; RR URN 


ナ 


後に 歩兵 が 持つ も の と な り 、 崖 の 


上 な どか ら 集 団 で 一 斉 に 放つ 戦法 が 広く 使わ れ た 。50 ~ 150m 離れ た 標的 を 狙え 、 奇 襲 攻 
撃 に も 向く 。 銃 に と っ て 代わ られ る まで 、 戦 場 で の 主要 な 武器 と し て 活躍 し た 。 戦 場 か ら 姿 
を 消し て も 弓術 は 武家 の た し な み と し て 根強く 支持 され 、 武 士 の 家柄 を [弓馬 の 家 」 と 呼ん だ 。 





や じ り 


の 種類 










和 弓 は 大 きい の で 、 矢 を つが えて 構え る 姿勢 も 大 き な 動 き 
ALY に な る 。 姿勢 良く 、 一 心 に 的 に 向かう 様子 を 描こ う 。 
矢 は 口 も と に あたる 
くら い の 位置 に くる 。 


AG | 


EN RL 6 KR 
YY / / 親指 の 上 に 矢 を 
el 


矢 を つが え : に つて 弦 が ちょ うど 胸 の 








た 手 は 肩 の \ 中 心 あ た り を 通る 。 

あたり まで y 

引く 。 MA 
Y 


] 
指 で 矢 を 挟ん で いる 。 
これ で は 矢 が 飛ば な い 。 






い 
Y 


0 






mE 
根 の ás 
EY が 
NOY “un 
D i i 
2 = 
袋 保 
了 
2 ※ 熊 は 左肩 
た に 矢 羽 根 が 
出る (P.131 


参照 ) 。 





多紀 の 弦 は か な り 固 い の で 、 
正しい 姿勢 で な いと まっ す 
ぐに 引け な い 。 背中 を 反 ら 
し すぎ ず 前 の め り に な りす 
ぎ ず 、 的 に 向かっ て まっ す 
ぐに 構え る 。 
















OREGON AD 
は 、 弓 の 真ん中 より 
も や や 下 。 弓 自体 の 


形 が 、 上 下 対象 で は 
な いこ と に 気 を つけ 
る 。 

















4 実戦 に お いて は 、 さ ま 
ざま な 姿勢 で 弓 を 引く こ 
と を 強い られ た 。 とどめ 
を 刺す と き な ど に は 下 向 
き に 構え る こと も あっ た 。 





つる 


OOZES LAS, Ava 
に 巻き 込ま れ な いよ う 、 た 
すき を か けた り 、 専 用 の 留 


めも の を 着け た り 、 片 肩 の 
袖 を 外す の が 一 般 的 。 





PRED SAMUI 
す 。 右 手 で 羽根 を 持っ 
て 引き 出し な が ら も 、 
弓 は 常に 構え る 、 緊 迫 
し た 臨戦 状態 。 











VEZ Ho 大 直 和 后 O 瞬 
問 。 弦 が し な っ て いる 。 
射手 の まな ざし は 、 矢 SS 
の 行方 を 追っ て いる 。 ON 









FR AN 
J | e Ne 





4 弓 を 瞬間 的 に 、 軽 く 
持っ た と ころ 。 力 を 入れ 
すぎ る と 弦 を 傷め る の 
で 、 長 時 間 持 つ ポ ー ズ と 
し て は 向い て いな い 。 

















El に 、 熊 
手 ゃ 牙 鎌 を 武器 と し て 使用 し た こと が 記 き る れ て お り 、 源 平時 代 
あたり に 起源 が ある も の と 思わ れる 。 宮 本 武蔵 と 戦っ た 実 戸 


ば いけ ん 


梅 軒 の 武器 と し て も 名 高い 。 


鎖 鎌 の 起源 を 明らか に する 文献 は な い が 、「 平 家 物 
HO 50~60cm 
HORS 30 — 400cm 
重 さ 2~3kg 


鎖 の 先 に 、 分 銅 ( 鉄 丸 ) 
が 付い て いる 。 鎖 が 下 
げ ら れる 位置 は 、 鎌 の 
ほう で あっ た り 柄 の ほ 
う で あっ た り 、 も の に 
よっ て 様々 で 、 規 定 は 
な いよ うだ 。 


鎖 の 長 さ も 流派 に よっ て 
違う 。 ま た 、 現 代 に 残る 
流派 で は 、 剣 術 や 槍術 な 
ど と 組み 合わ せ て 修練 さ 
れ て いる も の が 多く 、 鎖 
鎌 の み を 伝え て いる 流派 
は な い 。 お そら く 、 当 時 
の 武芸 者 は 、 ど れ か 単体 
だ け は な く 、 一 通り の 武 
器 は 使い こなせ た の で は 
な いか と 考え られ る 。 
















/ \ 

| |i 
«BBO RBCS EUS. EIB TER | ii 
| 用 され た 。 片手 に 鎌 を 持っ て 、 も う 一 方 で 分 銅 | I 
RUT. | | 
| | 相手 を めがけ | 
| 鎖 の 細部 の 表現 | 蕊 分 铜 在 投 | 

| げ 、 頭 や 顔 に | 

| 打ち つけ る JA 


相手 の 武器 に 鎖 を 巻き 
付け 、 引 き 寄せ て 鎌 で 
相手 を 斬り つけ る 


= 







AH Tv 

















4 カー ブ し た スピ ー ド 線 で 、 
鎖 を し な ら せ な が ら 分 銅 が 飛 
ん で いく 様子 を 表現 で きる 。 





4 手前 の 手 と 分 銅 を 大 きく 描 

I き 、 パ ー ス を つけ る 。 鎌 を 支 
点 に し て 分 銅 を 投げ た 瞬間 を 
と ら え た 図 。 








る 鎌 を メイ ン に し 
て 戦う と き は 、 鎖 
や 分 銅 が 邪魔 に な 
Bind Hee 





i ③ 












MG u". = 





馬 は どん な 風 に 活躍 し た の ? 
日 本 の 武器 の 歴史 を 辿る と 、 あ ら ゆ る 合戦 の 場面 で 馬 が 活躍 し て いる と と が 分 か り 5 
きす 。「 武 芸 十 八 般 」 に も 、 弓 ・ 馬 ・ 槍 ・ 剣 … と ある + うに 、 馬 は 戦友 で し た 。 と て で 
は 馬 が 活躍 し た 主要 な 二 う の シー ン 、「 騎 馬 戦 」 と 「 流 鉢 馬 」 に うい て 紹介 し ます 。 



























MIDA “O, = ば な ん 
ae ” w 騎馬 戦 | 
ER 馬上 で は 、 下 緒 で 腰 


に 偽 く こと の で きる 

た $ 

太刀 を 使う こと が 多 
うち が た な 

い 。 打 刀 を 使用 し た 


N =) 
NO 
一 
Da 


7 Wa METETE 
Li 3 u yes. や は り 腰 
AOS X= +. ko 
mae ON 腰 に 下げ た 。 BHT 
る と き は 、 刀 が 馬 に 
当たら な いよ う 、 馬 
の 右側 か ら 乗 る 。 合 
戦場 で は 、 馬 も 前 足 
で 敵 を 攻撃 する な 
ど 、 武 将 と 共に 戦っ 
だ 。 
ば っ と う 
馬上 で の 抜刀 
抜刀 の 際 は 、 馬 に 当たら 


な いよ う 、 大 きく 右 に 引 
き な が ら 抜 く 。 


馬 の 首 を 斬ら な い 
よう に 注意 ! 





MR A TOA Eb det 
武士 の 間 で 流行 し た 、 馬 に 乗り な が ら 6 
三 っ の 的 を 射る 競技 。 一 時 衰退 し た が 、 
徳川 吉宗 の 時 代 に 復興 され 、 現 代 に も 
Kane, BBM, KH, 
武将 の た し な み と さ る され 、 実 戦 に お いて 
も 平安 時 代 は 馬上 の 一 騎 打ち で は 弓 を 
使う の が 主体 で あっ た 。 源平 合戦 で は 
身 を 乗り 出し て 正面 の 敵 を 狙う こと も 

















if と ノ グー 
A ye A / Fa 


INV) 


Ai グ ノン / と 
> グル グン 
る 射手 の 後ろ 姿 $ Cy Ui 
SM Cid. Ela HE Mt ( 


と いう 容れ 物 に 差し 、 射 
や じ り 

手 は 鍼 の ほう か ら 下 向き 

に 、 矢 を 引き 抜く 。 


MOM. 5 
矢 は 、 十 本 ほど 
収納 で きる 。 









0 
Pi 
> 
¿DS 
| 





ee に Y 7 7 琉球 古 武術 に 伝わる 、 木 製 の 武器 。 長 さ は 約 50cm で 、 二 対 で 使う こと が 多い 。 
突起 部 分 を 握っ て 振り 回 し た り 、 長 い 部 分 を 持っ て 相手 を 叩い た り 殴 っ た りす る 。 


(7 Hh > 








5 Y 7] FAME ErNWERICHEFU. Balz TETIOBICMERU CHB A, F 
砲 す る こと も あっ た 。 し か し 、 大 半 は フィ クシ ョ ン で 、 両手 で 武器 を 扱う と いう 


二 力 流 に 通じ る 魅力 が ある た め 、 創 作 で 好ま れ て きた 題材 で ある 。 
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p 銃口 は 常に 相手 を 。 刀 は 銃 と 反対 
を 向け れ ば 背後 の 守り も 完璧 。 
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‚nwo2 





最適 。 


「 扇 に 見 えて 実は 武 
fel と いう 意外 性 が 


お 姫 様 キャ ラ | 





3 
E 
& 
43 
= 
& 
a 
4 


る 男性 に 扇 を 持た せる と 
物静か で 端正 な イメ ー ジ 
に な る 。 一 見 控え め だ が 、 

と いう キャ ラ に 。 





97 HIS か ん ざし を 棒 手 裏 剣 の よう に 投げ る の は ドラ マ の 世界 だ け の こと か と 思い き や 、 
実際 に 、「 く の いち 」| が 町 娘 や 女 中 、 芸 人 に 拐 し て 屋敷 に 洪 入 し た 際 、 鉄 で 出来 
た か ん ざし を 武器 に し て 活躍 し た と いう 。 く の いち に 限ら ず 、 女 性 が 持っ て 不 自 


然 で は な い 、 数 少な い 武 器 で あっ た と され る 。 


a 
€ 
0) 
他 








ESA Y 


537 


ファ ンタ ジー 作品 で は 、 あ ら ゆ る 職 
業 の 人 が 身近 な も の を 武器 に し て 戦 
う シ ー ン が よく 見 られ る 。「 お ふ だ 


を 投げ る 」、「 勧 杖 で 攻撃 する ] GE 





し ゃ くじ しょ う 








ls. IRÄREHN-DOBARM, e 
れ を 巨大 化 さ せ て 武器 と し て いる 。 さ ら に 、 
小さ な 女の子 に 持た せる こと で 一 層 、 フ ィ 
クシ ョ ン な ら で は の 意外 性 が 増す 。 












A 
そ 
12) 
他 


142 








る 仕込 み 刀 


マ 三 味 線 に 刀 を 仕込 む の は 創作 と 思わ れる が 、 杖 や 煙管 、 火 箸 な ど 、 
身近 な 日 用 品 に 刀 を 仕込 ん だ 変わ り 武 器 は 実在 し た 。 ど れ も 相手 の 
意表 を つく た め に 、 創意 工夫 を 深 ら し た 跡 が 見 られ る 。 


人 巫女 の 必携 アイ テム 、 お お ぬ さ 。 こ の 


絵 で は 、 大 き さ ・ 量 と も に 倍増 させ た 
紙 垂 の 中 に 、 鎌 を 仕込 ん で いる 。 





まだ まだ ある 和風 武器 


第 五 章 で 紹介 し な 武器 以外 に も 、 日 本 に は 多種 多様 な 武器 が 存在 し ま し た 。 以 下 は 、 
章 内 で 紹介 し きれ な か っ 武器 の 一 部 で す 。 中 に は 、 現 代 に も と の 名 残 が ある も の も 。 


vii 
農具 だ が 、 琉 球 古 武 術 で は 正式 
に 武器 と し て 使用 され て いる 。 
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4 れ た 輪 の 部 分 に 指 を 通し 、 手 の ひら に 隠し 
答 HTEBORES. HAM. FE 





共に 、「 隠 し 武器 三種 の 神器 ] CME 
れ た 。 


33% 
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本 

+ a PR 16.50m El 1258 

戦 忍 器 の ひと つ で 、 樹 木 や 柱 に 登る た め に 
う 両手 に は ゆめ た も の と され る が 、 実 際 に は 
え 上 あま り 効 果 は な か っ た 。 む し ろ 、 金 属 製 
て & の 爪 で 敵 を ひっ か いた り 、 相 手 の 武 器 を 
民 は ね じ り 礁 うな ど 、 防 御 の と き に 役立っ た 
. R と 思わ れる 。 


すま た | 

añ 2-3m' 

犯人 を 押さ えつ ける も の 。 BE 袖 揚 と 併せ て 、 MODS) と 呼ば れ た 。 
現代 で も 、 学 校 な ど で 防 犯 用 の さす また を 常備 し て いる と ころ は 多い 。 

















6 2 ; パッ ク に し た 夜空 で 迫力 : | 
ワン ポイ アシ 上 解说 満月 を バッ 夜空 で 迫力 満点 


Be 2 
a HA 
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の いい 
NX 
NN 
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全力 の 衝突 を 中 央 に 配置 し た 構図 で 、 戦 い の 場 面 
が 迫力 満点 に | 


ワン ポイ ルト 解説 
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MOM EE EBT E 
/ = > u | 


回 AN = | 
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|』 る $ 三 人 で 互い の 背中 を 守る よう な 構図 に する と 、 信 
| 頼 ・ 結 束 感 の 溢れ る イラ スト に な り ま す 。 





と ポイ レト 解説 


















る 険しい 表情 だ け で な く 余 
裕 の 笑顔 の キャ ラ が いる こ 
と で 「 厳 し い 戦 い だ け ど 勝 
て る は ず !」 と いう 希望 あ 
る イメ ー ジ の 絵 に 。 


を それ ぞ れ が 別 の E 
武器 を 持つ こと で 秋 
個性 が 出 て いま す 。 E 
キャ ラク ター 同士 
ut の 関係 性 を 考え な 
I が ら 描 きま し ょ う 。 





SS 
を た だ 武器 を 持た せる に し で 
も 、 持 ち 方 や 、 そ れ に 適し た 衣 A 静止 し て る ポー ズ の な か で 
装 を 着せ る こと で 、 場面 に 説得 も 、 BvAReOHS CHA 5 


力 を 持た せる こと が で きま す 。 





感 の ある イラ スト に 。 
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主人公 は 中 央 に 配置 し 、 和 風 武 器 の 代表 格 で 
ある 刀 を 持た せる こと で メイ ン キ ャ ラ の 印象 に 。 






ワレ ポイ レト 解説 





| Vi /\\ . // » | 
を 女性 に 使い や すい クナイ で 身軽 な キャ ラ を る 全容 の 表情 + や や 特殊 な 武器 の トン 
に 。 笑 顔 + グ ロー ブ の 着用 で 、 武 器 に 慣れ ファ を 扱っ て いる こと で 、 と て も 強く 


て いる イメ ー ジ を 持た せる こと が で きま す 。 て 頼れ る サブ キャ ラ 、 と いう 印象 に 。 
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2 ES 三角 形 の 構図 で 、 仲 間 の 絆 と スト ー リ ー の 広 が 
ワル ポイ レト 解説 り を 予感 させ ます 。 


る 一 番 奥 に くる キャ ラク 
ター に は きき し る な | お宮 
ご | を 持た せ て 、 後 ろ で 
- も 目立つ よう な イン パク ト 
Y ES ボリ ュー ム 感 も あり 、 
rre 
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クタ ー た ち に も 、 ぞ 

れ ぞ れ に 設定 を 与え / 
て 生き 生き と 描き ま 
し ょ う 。 愛用 し て いる OM 
武器 、 表 情 や ポー ズ TY 
か ら も 、 性 格 が 伝 ね っ 7 
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お わり に 


「 時 代物 の 武器 」 と いう と 、 ま ず 刀 が 浮か ぶ も の で す が 、 実際 は 、 た くさ ん の | 
種類 の 武器 が 存在 し て いま す 。 本 書 で は 、 い くつ か の 武器 を 紹介 レ し まし た が 、 奈 | 
や 鉄拳 な ど 、 紹 介し きれ な か っ た も の も 数 多く あり 、 本 書 の 制作 は 、 武 回 の 世界 | 

| を 概説 する 目的 で 始め た も の の 、 か えっ て その 世界 の 奥深 さ を 実感 する 機会 と な 

| り まし た 。 身軽 さ を 追 求 し た 手 裏 隼 に 、 万 能 武器 の クナイ や 、 飛 び 道具 兼 刃物 の 

| 鎖 鎌 、 女 性 が 護身 用 と し て 使う な ぎ な た な ど 、 状 況 に 応じ て さま ざま な 工夫 を こ 

| らし た 武器 が 数 知れ ず あ り 、 そ れ ぞ れ が その 時 々 の 日 本 の 歴史 と 密着 に 結び つい 
て いる こと 、 そ し て 当然 で は あり ます が 、 ぞ の すべ て に 着物 が 似合う の が 大 き な | 
魅力 で ある と 感じ まし た 。 

| と ころ が 、 幕 末期 あたり か ら こ れ ら の 和風 武器 は 次 第 に 陰 を ひそ め 、 西 洋 化 、| 

| 近代 化 の 流れ か ら 、 銃 や 戦闘 機 な ど 、 遠 距離 で ター ゲッ ト を 狙え る 効率 の いい 武 | 
器 に 立場 追わ れ て いき まし た 。 し か し 、 日 本 古来 か ら の 武道 は 、 戦 場 を 離れ た | 
今 も 、 剣 道 や ら 道 、 檎 術 な どの 武芸 と し て 親しま れ 、 ま た 、 日 本 刀 で 言え ば 本 や 


| 軸 の 振 え の 美 し さ か ら 、 観 賞 用 と し て 多く の 愛好 家 に 支持 され て いま す 。 も ちろ | 
| ん 外国 に も 、 刀 剣 な ど に 装 節 を 加え た も の は あり ます が 、 日 本 刀 な どの シン プル 
で 粋 な フォ ルム 、 手 先 の 器用 さ を 活 か し て 施さ れ た 細やか な あし らい な どか が 、 日 | 


本 国内 外 で 広く 評価 され 、 浸 透 し て いる と 言え る で し ょ う 。 テ レビ や 映画 の 時 代 
劇 が 愛さ れ て いる の も 、 ス トー リー の 面白 さ は さる こと な が ら 、 紀 や 手裏剣 な ど 

| の 和風 武器 の 魅力 が 一 役 買 っ て いる 部 分 が 大 きい こと は 言う まで も あり ませ ん 。 | 

| 自分 や 大 切な 人 の 身 を 守り 、 忠 義 を つく す た め の 直 器 。 命 の や り 取 り を 担う 武器 | 
に 、 さ ま ざ ま な ドラ マ が ある の は 当然 の こと と 思え て きま す 。 

本 書 で は 、 和 風 武 器 の 正統 な 扱い 方 や 詳し い 製 造 方 法 に まで は 触れ ず 、 あ くま 

で も 創作 の た め の 概 要 に 終始 し て いま す が 、 こ の 本 を 読ん だ 後に 時 代 劇 作品 を 見 
る と 、 今 まで より 一 層 、 武 器 の 扱い 方 に 注目 し た り 、 今 まで 全く 興味 な か っ た 和 
装 や や 所作 の 部 分 に 注目 する よう に な っ た り 、 こ れ ま で と 違っ た 見 方 が で きる よう 

| に な る の で は な いで し ょ うか 。 み な さま の 今後 の 創作 活動 に 、 武 器 と いう アイ テ 
ム が 新しい 変化 を も た ら す こと が で きれ ば 、 こ の 本 を 制作 し まし た 筆者 一 同 、 な 

| に より 嬉し く 思 いま す 。 こ ご これから も 、 さ ま ざ ま な 機会 に 訪れ る で あろ う 和 風 武器 
と の 出会い を 、 存 分 に 楽し ん で 頂け れ ば 幸い で す 。 
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